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無事故の願いを

鼓笛にのせて

秋の 令閥交通安全述動期間中の9j1221｣.

桑折地 区交通安や協会

藤川部会では、交通安全鼓笛隊バ

レー1'をljいました．

パレードは、藤田小乍校鼓笛隊

など約24X)名か参加して行われ、

藤|ll商店街には無事故を願う鼓笛

の膏か、商らかに響き渡-･ていま

した．



～快適で住みよい町づくりを積極的に推進～

〔農 林水産業費〕

570.264 千円（10.1 ％）

・農集構造改善事業…………………,  新 7

・水田営農活性化対策事業 補助金…6.4

・農業構造改善対策事業補助金……8.7

・高品質生産流通合理化促進対策事業 補助

金…………………………… ………61,768

・農道霍備事業等調査設計委託絳･･24,789

・農道整備事業工事…………………･ . 引 3

・ふるさと水と土保全基金積立金…61  网

・林道整備事業工事…………………,  937

・松くい虫伐倒駆除委託料…………10,738

・県営事業負担金……………………花 , 材 3

〔商　 工　 費〕

29.874千円（0.5 ％）

゜二I二場碑設皿奨励 金………………… れ 5

’中小企業 育成等預託金……………17,7匐|

‘ 町商工扱 興事業補助金……………4.  网 ｰ

〔土　 木　 費〕

5 引 . 741千 円 （9.5 ％）

・道路 台帳更新委託科………………8,75S

・敷 砂利委託料………………………3.

・三町土木槻械運営協議会負担金･･･2.

・道路維持工事……………………….  2

一道銘改良工事……………………162,81 弼

・河川改良工事………………………15,9郭

・町道敷地購入………………………22,859

・公共下水道特別 会計噪出金………7  乢 4

・町営住宅l 滝山団地」建設工事･--97,736

〔消　 防　 費〕

160  52千円（2.9 ％）

・伊達地方消防組合分担金………ﾛ  2  四

・東部防災センター建設……………8,653

・防火水槽霞曽工事…………………8,647

・消防屯所新築・増築工事…………8.9

〔教　 育　 費〕

823  05 千円 い 4.6 % )

‘ 外国 胄年招致事業…………………5  %

’文化振興基金積立金………………2  , 2

’上野台運動広場建設 事業………392,549

’学校給食センター協議会負担金･･ ･ 46. OIO

’町民体育館改修工事………………18.099

〔公　 債　 費〕

375 , 367千円（6.7 ％）

〈特 別 会 計 決 算〉

(単位千円)

○国民健康保険特別会訐

・歳　 入　　　　　　　 靆 78

・歳　 出　　　　　　　74  6 囲

0 老人保健特別会計

・歳　 入　　　　　　　622,380

・歳　 出　　　　　　　622,257

0 貝田簡易水道特別会計

・巌　 入　　　　　　　,  178

・歳　 出　　　　　　　3

0 育英特別会計

・歳　 入　　　　　　　6.  2

・ａ　 出　　　　　　　073

○公共下水道事業特別会計

・歳　 入　　　　　　　2  .5

・歳　 出　　　　　　　231.  4

0 渇水対策施設特別会計

・歳　 入　　　　　　　16.32

・歳　 出　　　　　　　.3

0 土地開発事業特別会計

・歳　 入　　　　　　　6  乢 2

・巌　 出　　　　　　　 は 10

〈財産区会計決算〉

(単位千円)

Ｏ入山財産区特別会訝

・歳　 入　　　　　　　23,782

・歳　 出　　　　　　　23,2(X)

○藤田財産区特別会齬

・歳　 入　　　　　　　　287

・歳　 出　　　　　　　　221

0 大木戸財産区特別会計

・歳　 入　　　　　　　　122

・歳　 出　　　　　　　　110

0 石母田財産区特別会升

・歳　 入　　　　　　　1,197

' 負　 出　　　　　　　1,( Ｍ5

〈水 道 事業 決 算〉 (単位千円)

区　 分 収 入 支 出 差 引

収益的収支 3  76 1 引 .714 22.062

資本的収支 ０ 20. 的 ｰ △20.9

資本的収人額が資本的支出飯に不足する額2X)､9 子円は、建設改良積立金､  8 貶

千円、減債積立金4.705 千円、及び当年度消費税責本的収支詞整額474 千円で補填

した。



平成５年度決算のあらまし
～一般会計の決算状況～

目 的 別 の 主 な 使 わ れ方(  単 位 千 円 )

〔議　 会　 費〕

間 0 , 338千 円（1.8 ％ ）

〔総　 務　 費〕

乢 834 , 274千円(  32 . 6 % )

・繊月台文化センター建設事業･-･969,j153

・観月台公園整備関連工事…………7.  繝

・国見東部高齢者等活性fヒセン ター施設工

事等…………… …… ………………49 。161

・役場庁舎施設工事…………………3.  0

・生活バ ス路線維持楠助 金…………3.  ｰ

・国 士調査測量調査等委託料……….  7

・二町火葬掛分担金…………………4.762

〔民　 生　 費〕

420 , 122千 円（7.5 ％）

一季節保育所運営 委託科……………14.4

・保宵所改修工事……………………3.5

・あっ かむ荘 麒 負担金…………… 乢 7

・老人家庭奉仕員 派遣事桑委託料･,･.3

・ 戯度jc4r障書者医療 費……………7,839

●児童手i ………… …………………18,275

・ふれあい福趾基金11 立金…………s7,500

〔衛　 生　 費〕

〃 6 , 842千 円(  13.8 % )

・老人保健特別会計繰出金…………33,792

・国保会jt 事務費繰出 金…………….743

・福島地方水道用水供袷企業団出資金

62 , 376

・源宗山配水池建設 工事…………165, 痂5

・基本健康診査委託料等……………24.

・公立藤田総合病院負担金………2! Ｍ,129

・一般廃豪物収集運搬業鵐 委託料･-･.  8

・伊達地方衛生処理組 合負扣金……57.524

一般会計歳入決算額

5,738,121千円の財源別構成

一般会計歳出決算額

5,626,031千円の性質別構成



七
百
名
が
長
寿
を
祝
う

～

平

成
六
年
度
敬
老
会
～

罘
成
人
年
度
の
敬
老
会
か
．
九
月

九
口
、
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
体
育
館
に
お
い
て
開
催
き
れ
、
Ｌ

卜
歳
以
Ｌ
の
お
叩
寄
り
約
じ
百
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

冨
永
武
人
町
長
と
鈴
木
キ
ヌ
町
婦

人
会
長
が
Ｌ
催
者
あ
い
さ
っ
を
行
ｆ。

た
後
、
記
念
品
の
噌
７

と
μ
彰
か
行

わ

れ
。
攵
川

の
最

鳥
齢

抒
佐

大
川

う

め
よ

さ

ん
（
人

町
廁

・
九

卜
九
歳

）

と
劣
性
の

最
高
齢

抒

野
川

長

叫
郎
丶
・

ん

（
拉
陶

・
凡

ト

ベ
歳

）
に
、

ど
念

品

か
贈

ら
れ

た
Ｉ

か

、
へ
ｒ
乍

で

満
ペ

ト
・
べ
歳

の
恥
ぢ

を
・迎
え
る

。一

名

に

長
な
町
以

か

。
畝

え
ハ

ト

歳

に
な
乙

Ｌ
Ｉ

じ
名

の
杵

さ
λ

に
ち

心
仙
団

が

噌

ら

れ
ま
し

た

続

い・
て
。

ね
た
き

り
と
べ
介

護
坏
‥

幻７「｣ｏ名のjia,｢ｉ りか稾1,いＩＨ を過ごした取老 会

い つまでも長生きしてね（作文を発表した二人）

小林結さん(大枝小5

年)

高橋悦子さん(小坂小6年

)

わ
卜
八
恥

に
町

と
町
社
会

陥

阯
協

議

公

か
・
ぶ

气
び
訃

か
、

ね
た
き

り
と

廴

加
両

矜
四

名

に
卜
小
福

鳥

県
支
部

よ

り
人
彰
杁

か
、

そ
し
て

。
Ｉ

ペ
柤

の

公

瞬
廴
婦

に

は
、
福

鳥
民

報
杜

と
県

と
ヘ

ク
ラ

ブ

連
心
口
会

か
・
ら
表
彰
状

か

噌
‐
い
Ｉリ
ｔ
‐
ｌ

だ

ｋ

賓

を
代

人
し
て

石
拜
紹

犬

叫
北

阡
冫

陥

扣
心ｒ
隋
所

長
レ
’仲

野
岡

一
町

議

会
議

長
か

呪
辞
£・
心

べ
．
鳥

陂
悦

。Ｆ
冫

ん

’小
収

小

学
校
八

り
）

と
小

休

砧
さ

友

｛
廴

枝
小

十
校

ｈ
弟
一

の
　

．
廴

か
、
そ

れ
ぞ

れ
の

お
ば
あ

ち

ゃ

ん
に

寄
ゼ

た
作
・
心
今

怙
、八

し
ま

し

た
．

出
席

羚
か
一
代
λ

Ｆ・
て
．

野
村

斗

９

／
丶
’人

一
．廴

町
南
一

か

、

敬

と
会

か
・
問

催
し

て

卜
た
だ
冫

あ

り
か
Ｉ
’‐ｉｌ

ご

ざ
い
ま

す

」
と
謝
辞

か
・
述

べ
ま
！
」

だ
出
・
妬
抒

は
．
μ
．爬

夲・
と

り
な

が
ら

婦

人
ぺ
．．一
力
皆
冫

ん

に
よ

る
ア

ト
ラ

ク
米寿を迎える皆さんに長寿写真が贈られる

シ

ブ
ノ
に
見

人

り
、
楽

し

い
一
叶

を

過

ご
し
ま
し

た
．

ま

た
、
会

場
を

文
化

セ
ン

タ

ー
ホ

ー
ル

に
吽
し

て
芸

能
観

賞

が
行
わ

れ
、

三
遊

亭
逝
朝

師
匠

の
落

語

、
田
辺

一

鶴
師

匠
の
溝

談

、
飯
坂

出
身

の
歌

手

川
代

純
子

さ
λ

の
歌
声

．
フ

ー
ル
テ

シ
モ

の
皆

さ
ん

の
ユ

ー
モ
ア

あ

ふ
れ

る

舞
六

が
次
々

に
繰

り
広

げ
ら

れ
、

敬

芒
者
で

満
目

に
埋

ま

Ｊ
た
会

場
は
．

笑

い
に
包

ま
れ

て

い
ま
し

た
．

芸
能
観

賞
は

、

．
般
の

人
を

対
匁

に
夜

に
も

俘

わ
わ
、

町
内

外
か

ら
人

勢

の
皆

さ
人

か
訪
れ

ま
し

た

ぐ・
叶
４

に
続
き

お
年

寄

り
の

送
迎
に

、

福

阯

パ
ス
の

ほ
か
、

国
見

電
ｆ

㈱
、

睦

商
会

㈱
、

亅
λ
国

見

剛
ａ

業

協
同

紕
へ
口
か
ら

バ
ス
の
提

供

か・
い
た
だ
き

ま
し

た
　

ツ

ヽ
お
叱

を

申
し
あ

げ
ま

す

．

文化センタ‐ホ‐ルでは芸能鑑賞が行われた



み
ん
な
で
歩
い
て
健
康
づ
く
り

～
町

民
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
～

歩
く
こ
と
は
、
も
っ
と
も
干
軽
に

で
き
る
運
動
で
す
。
歩
く
こ
と
を
通

し
て
畦
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

と
、
町
民
ウ
彳
Ｉ
キ
ン
グ
人
会
か
。

九
月
卜
八
日
に
開
催
さ
れ
、
約
二
百

二
十
名
か
奮
加
し
ま
し
た
。

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
会
は
、
町
、

町
教
青
委
員
会
、
町
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
ぺ
″
年
が
じ
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

役
場
前
駐
小
場
で
受
け
付
け
か
行

わ
れ
、

ゼ
ノ
ケ
ン
と
タ
オ
ル
を
受
け

取
『

だ
参
加
冴
は
、
碓
備
体
操
を
行

‥
た
後
、
川
内
や
光
明
寺
地
Ｋ
の
皆

さ
ん
か
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
音
を
合

図
に
、
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト

ー
ゴ
ー

ル
と
し
。
阿
津
賀
志
山
山
頂
で
折
り

返
す
卜
・
六
㎞
の
コ

ー
ス
に
の
ぞ
み

ま
し
た
。

町
口
は
、
出
兇
間
際
ま
で
雨
が
降

り
続
き
、
人
会
の
闘
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
参
加
抒
か
阿
津
賀
心
山

の
ふ
も
と
に
差
し
掛
か
る
頃
に
は
、

太
陽
か
顏
を
の
ぞ
か
せ
絶
好
の
ウ

ー

ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

阿
津
賀
心
山
の
山
頂
に
到
軒
し
た

参
加
者
は
、
川
息
き
れ
た
冷
た
い
水

を
お
い
し
そ
う
に
飲
み
一
息
。
持
ち

寄
っ
た
峯
子
や
吸
物
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
眼
下
の
景
色
を
眺

め
、
く
つ
ろ

い
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
全
八
で
記
念
撮
彫
を
行
っ

た
後
、
再
び
ゴ
ー
ル
を
日
指
し
て
歩

き
ま
し
た
。

愈
‐
加
者
令
八
か
歩
き
通
し
、
完
歩

証
が
手
渡
さ
れ
、
参
加
者
は
額
の
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、
満
足
そ
う
な
笑

み
を
う
か
べ
て
い
ま
し
た
’

今
年
は
、
町
村
（
口
併
四
十
岡
年
を

記
念
し
て
豚
汁
か
振
る
舞
わ
れ
、
歩

き
終
え
た
参
加
者
は
、
も
て
な
し
に

西
鼓
を
打
ち
疲
れ
を
い
や
し
て
い
ま

し
た
。

閉
会
式
で
は
、
最
年
少
・
最
高
齢

奮
加
者
の
男
女
に
特
別
貧
が
、
親
子

气
代
の
出
場
者
や
Ｌ
卜
歳
以
上
の
参

咄
者
令
八
。
そ
し
て
参
加
者
の
巾
か

ら
抽
選
に
よ
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の

人
浴
券
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
歩
き
終
え
た
と
い
う

充
実
感
と
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
で
家

路
に
向
か
い
ま
し
た
。

山頂目指して歩け歩け

給 水所 でのどをうるおし元訊に歩く皆さん

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
川
年

少
参
加

者

勞
菅

野
球

幸
Ｒ

气

歳

）

㈲
武

川
加
余

子

さ
ん
｛

五
歳

｝

○
蹴
高
齡
参

加
者

胥
杉
崎

廉
吾
さ

ん

（
七
十

九
歳
）

邸
一
三
ノ
輪

フ

ヨ
さ
ん
（
八

十
七
歳

）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

コ
ー
ス
の
ご
み
拾
い

国
屍
ラ
イ
オ
ン
ズ
グ
ラ
フ
（
斎
鵬

占
助
会
長
）
で
は
、
九
月
卜
五
口
の

ｙ

朔
、
町
民
ウ
ｔ
ｌ
キ
ン
グ
大
会
の

コ
ー
ス
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

ご
み
拾
い
は
、
十
四
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
阿
津
賀
志
山
展
望
台
付

近
の
ご
み
を
拾
っ
た
後
、
コ
ー
ス
に

沿
・
て
下
り
な
が
ら
ご
み
を
拾

い
ま

し
た
。

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、
町
内
の
ご
み
拾
い
を
行
っ
て

い
ま
す
か
、
今
年
は
、
ウ
彳
Ｉ
キ
ン

グ
大
会
へ
の
参
加
者
に
気
持
ら
良
く

歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
コ
ー
ス

の
ご
み
拾

い
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
御
苫
劣
様
で
し
た
。

ライオン ズクラブの 皆さんが山頂付近のごみを捨う

準魯体隋を行う参加者の皆さん



国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
国
見
東
部
防
災
セ
ン
タ
ー
が
落
成

平
成
四
、
五
、
六
年
度
の
三
ヵ
年

事
業
で
．
西
大
枝
字
王
壇
前
地
内
に

建
殴
を
進
め
て
い
た
国
見
東
部
商
齢

者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
・

国
見
東
部
防
災
セ
ン
タ
ー
の
Ξ
施
設

か
完
成
し
。
九
月
二
十
七
日
、
活
性

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
。
町
か
商
齢
化

地
城
農
村
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
・
県

北
流
域
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
岡
辺

対
策
事
業
・
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
六
千
九
百
七
十
二
平
方
メ

ー
ト
ル
の
同
一
敷
地
の
中
に
建
設
を

進
め
て
い
た
も
の
で
、
地
城
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
甲
寄

り
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
楊
、
生

涯
学
習
の
場
、
レ
ク
リ
’－

シ
プ
て

ス
ポ
ー
ツ
の
掛
、
そ
し
て
、
地
城
防

災
の
孩
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
．

落
成
式
は
、
県
閲
係
者
、
町
議
会

議
員
、
用
地
協
力
者
、
地
元
の
皆
さ

ん
な
ど
約
一
．百
名
か
出
席
し
て
行
わ

れ
、
冨
永
武
夫
町
長
が
、

一．こ
れ
ら

の
施
設
を
拠
点
と
し
て
．
地
区
の
活

性
化
、
発
展
に
活
用
し
て
ほ
し
い
‘

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

施
設
の
用
地
協
力
者
．
設
計
者
．

施
工
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
か
噌
ら

れ
た
の
に
続
き
、
八
卷
康
唯
県
北
ａ

政

事
務
所
長
と
仲
野
周

．
町
離
会
議
長

か
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

落
成
式
に
引
き
続
き
．
地
元
詛
催

に
よ
る
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
実
行
委

員
長
の
俺
藤
霧
叺
雉
さ
ん
か
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
冨
永
町
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
．

地
元
議
員
代
衣

の
松
浦
義
男
き
λ

の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
祝
宴
か
行
わ

れ
る
中
、
日
本
舞
踊
や
お
お
え
だ
太

鼓
が
披
露
さ
れ
、
七
福
神
に
扮
し
た

地
元
の
皆
さ
ん
か
登
場
す
る
と
、
会

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
の
巾
で
、
施
設
の
落
成
を
祝
い

あ
い
ま
し
た
。
「

活性化 セン ター体育館 で行 われた落成式

祝賀 会会場 を沸 かせ た七榲神

家
族
で
楽
し
い
食
事
を

～
毋
と
子
の
料
理
教
室
～

母
と
子
か
一
締
に
食
事
づ
く
り
を

し
な
が
ら
、
心
と
体
の
他
康
づ
く
り

の
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
な
れ
ば
と
。
町
が
主
催
と
な

り
、
九
月
四
日
、
国
見
東
部
高
齢
者

等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
こ
母

と
子
の
料
理
教
室
」
か
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

丙
大
枝
、
川
内
地
区
の
小
学
校
五
、

六
年
生
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と

し
て
開
催
さ
れ
た
料
理
教
室
に
は
、

十
六
組
三
十
二
名
の
親
子
か
参
加
。

町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
参
加
し
た
親
子

は
、
献
立
の
（

ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
わ
か

め
の
サ
ラ

ダ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

づ
く
り
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

女
の
子
は
も
ち
ろ
ん
、
男
の
子
も

材
料
を
切
っ
た
り
、
混
ぜ
合
わ
せ
た

り
・

一
生
懸
命
料
理
に
取
り
紕
ん
で

い
ま
し
た
。

最
近
は
、
加
工
食
品
や
持
ち
帰

う

て
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
総
菜
か
普

及
し
て

い
ま
す
か
、
あ
ら
た
め
て
ｆ

づ
く
り
の
料
理
の
お
い
し
さ
に
触
れ

た
子
腆
た
ち
は
、
料
理
を
作
る
こ
と

の
楽
し
さ
、
食
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ

と
共
に
、
い
つ
も
食
事
を
作
り
て
く

れ
る
お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
再
認
識
し
て
い
ま
し

た
。

孑妣 たちも 包丁片手にクッキン グ

施 設 の 概要
国 見町国 見東部高齢者等活性化センター

・ 建築面穣

・ 延床面磧

●構　 造

●工　 期

●工 事 費

●設　 計

●施　 工

512.7

485.35㎡

鯲抒平屋建・金属成形瓦

着工 平成５年１月13日

完成 平成５年９月30日

1 四 ､ 68. 円

㈲みさわ建築設計串務所

㈲渡辺建設

体 育 館
●建築面積

・ 延床而積

●搆　 造

●工　 期

・工 事 費

●設　 計

●施　 工

466.9W

421).0(Ｍ

鉄骨平屋建・金属成形瓦

着工 平成５年９月11日

完戉 平成６年５月31口

85 ､ 078 ､ 円

㈲みさわ建築設計事務所

仙建工業㈱福鳥支店

国見東部防災センター

・ 建築面積

・ 延床面碵

●搆　 造

●工　 期

・工 事 費

●汲　 計

●施　 工

79.49㎡

?5.35㎡

木造平屋建

着工 平成５年11月10日

完成　平成６年３月10H

8.1銘,500円

㈲みさわ建築設計事務所

㈲岩崎



佐
膝
忠
美
さ
ん
に

防
犯
栄
誉
銅
賞

防犯肇誉銅皋を賢賞した佐蒻さん

多
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽
力

し
た
功
労
に
よ
り
、
佐
藤
忠
美
さ
ん

（
藤
ｍ

字
天
王
畑
）
か
、
防
犯
栄
誉

鋼
隶
を
受
賞
し
ま
し
た
。

防
犯
栄
誉
銅
章
は
、
十
月
三
日
に

開
催
さ
れ
た
全
国
防
犯
運
動
中
央
大

会

に
あ
た
り
。
魴
全
国
防
犯
協
会
連

合
会
会
長
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

伝
達
式
は
、
七
日
、
桑
折
讐
察
署
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
現
在
、
桑
折
地
区

防
犯
協
会
参
与
を
務
め
て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

早
田
精
さ
ん
が
受
賞

～
社
会
教
育
研
究
集
会
～

平
成
六
年
度
県
社
会
教
育
研
究
集

会
が
九
月
八
日
、
い
わ
き
市
の
ス
パ

リ
ソ
ー
ト
（

ワ
イ
ア

ン
ズ
で
開
か
れ

ま
し
た
．

早田　精さん

集
会
に
先
立
ち
、
社
会
教
青
委
員

と
し
て
社
会
教
育
の
発
艇
向
上
に
特

に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彫
さ
れ
、

国
見
町
か
ら
は
早
田
睹
さ
ん
（
山
崎

字
富
前
二
十
一
―

こ

が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
早
田
さ
ん
は
、
町
社
会
教

育
委
員
と
し
て
十
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

鈴
木
キ
ヌ
さ
ん
が
再
任

九
月
二
十
一
日
、
役
鳩
町
長
室
に

お
い
て
、
鈴
木
キ
ヌ
さ
ん
（
川
内
字

小
又
二
十
）
に
、
冨
永
町
長
か
ら
人

権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
か
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
今
回
か
二
期
日
（
任

期
三
年
）
と
な
り
ま
す
。

人
権
睥
謾
委
員
は
。
国
民
の
基
本

的
人
権
を
搾
謾
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
で
す
。

国
兄
町
に
は
、
鈴
木
さ
ん
を
含
め

て
四
人
の
人
権
擁
護
委
員
か
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
う
け
て

い
ま
す
。

困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

佐

藤

君

（
Ｍ
北
中
．
’年

）
が

堂
々
と
意
見
を
発
表

中
学
生
か
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

た
り
、
考
え
た
り
し
て

い
る
こ
と
を

主
張
す
る
『
少
年
の
主
張
』
県
大
会

が
九
月
十
九
日
、

い
わ
き
市
の
中
央

台
北
中
で
開
か
れ
ま
し
た
。

十
六
回
目
の
今
乍
、
こ
れ
ま
で
で

最
も
多
い
県
内
百
五
十
一
枝
か
ら
二
刀

千
百
二
十
七
人
の
応
募
が
あ
り
、
事

前
審
査
を
パ
ス
し
た
十
六
人
が
、
こ

の
県
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

兇
表
者
は
、
学
校
で
の
出
来
事
や

身
障
者
と
の
出
会
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
縄
験
を
通
し
て
の
意
見
を
発
表
。

県
北
中
二
年
の
佐
藤
光
克
君
も
堂
々

と
意
見
を
兇
表
し
、
優
良
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

健
康
世
帯

健
康
高
齢
者
に
表
彰
状

国
民

健
康

保
険
加

入
者

で
、

平
成

五
年
度

中
に

病
気

や
ヶ

が
な

ど
で

受

診

し
な

か
・

た
健

康
欧
帯

（
五

十
一

世

帯
）

と
健

康
高
齢

者
｛

四
‐１
一
名
｝

の
皆
さ

ん
に

表
彰
状

と
記

念
品

か
畊

ら
れ
ま

し
た

。

表
彰

式
は

、
健

康
高
齢

者
と

健
康

世

帯

の
う

ち

七
十
歳

以
上

の
高
齢

者

の
い

る
世
帯

に
つ

い
て
は

、
敬

老
会

の
席
上

行
わ

れ
、
残

り
の

健
虞

世
帯

の
衣
彰
式
は
、
笑
い
と
歌
の
ピ
ッ
ク

シ

ー
ー
（
芸
能
観
賞
）
に
先
立
ち
、

午
後
六
時
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

冨
永
町
長
か
ら
喪
彰
状
を
手
渡
さ

れ
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
喜
び
に

浸

り
て
い
ま
し

た
・

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
・

（
敬
称
略
）

健

康

世

帯

・

十
六
年
連
統

古
田

タ
カ

ー
九
年
連
続

鴨
田

常
雄

・

八
年
連
続

高
橘

榮
子

●
六
年
連
続

武
田
　
一
郎

・

五
年
連
続

佐
藤
　
恵
子

・
四
年
連
続

高
野

久
古

佐
久
間
キ
イ

一

三
年
連
続

冨
永

和
子

佐
藤

次
郎

一

二
年
遵
続

古
川
ひ
さ
子

菊
地

正
幸

高
橋

宗
一

田
中
　
（

ツ

一

一
年

斎
藤

唯
一

古
小
高

讓

佐
藤
　
萋
藏

菅
野
よ
し
子

八
巻
　
イ
ト

艮
谷
川
泰
造

村
上

春
郎

後
藤

忠
一

本
田

幸
古

大
條
　

実

大
津
　
ス
イ

佐
蘓
庄
五
郎

攸
藤
れ
い
子

大
竹
　
清
司

佐
々
木
二
郎

松
浦

敏
雄

佐
藤
　
昭
夫

佐
藤

次
男

半
沢
　
フ
ク

吉
田

俊
幸

後
藤
　
澄
男

横
山

忠
藏

大
津

昭
一

関
根

幸
弥

谷
津
　
ヨ
ツ

鈴
木

鐵
男

菊
地

顕
一

松
浦
　

俊
彦

總
江

昭

】

高
櫑

竹
治

大
和
　

シ
ゲ

豊
田
　

操

高
原
市
太
郎

熊
坂

講
和

村
上
ア
キ
ェ

松
浦

久
一

掟
沢

古
則

後
藤
　
ナ
ミ

健

康
高

齢

者

平
舘
き
よ
子

古
川

政
夫

松
浦

從
子

斎
藤
　

實

高
橋

キ
ョ

ハ
巻
　

栄

中
村

政
治

佐
久
間
き
み
よ

菅
野

英
一

佐
藤
ヨ
シ
イ

朽
木

勝
夫

佐
久
間
イ
ネ

ハ
巻

志
逸

佐
藤

充
作

菊
地
　
キ
チ

松
田
タ
ケ
ヨ

遠
藤

重
俊

遠
藤
キ
ョ
ミ

玉
手

寿
朗

佐
藤

豊
太

鈴
木
　
カ
ン

八
島
　

】
市

笠
原

新
太

郎

村
井

庄

池

吉
田

重
兵

衛

中

野
　

勇

秦
　
　

三

郎

高
橋

政
太

郎

瀬
戸

寿

郎

黒
岩

吉

武

高
檎

八
重
・
子

関
本
　

柬

斎
藤
　

リ

ン

斎
藤
　

（

ツ

佐

野

貞

治

大
槻
　

済

高
橋

チ

ヨ

遠
藤

敏
子

玉
手

み
と

り

佐
藤
　

フ
サ

鈴
木
　

ワ

キ



第
六
回
福
島
駅
伝
国
見
チ
ー
ム

第
一
次
エ
ン
ト
リ
ー
選
手
決
ま
る

晩
秋

の
柵
島

路
で

郷
上

の
代
表
ラ

ン
ナ

ー
か
タ
ス

キ
を

つ
な
ぐ

「
第

六

回

巾
町
村

対
抗

県
縦

断
駅
伝

競
走
大

会

」

（
略
称

・
ふ
く

し
ま

駅
伝
）

は
、

十
一
月

二
十
日

午
的

八
時

五
分
、
白

河

巾
総
合

迎
動

公
園

を
ス

タ
ー
ト

し
、

柵
鳥
県

庁
的
を

ゴ

ー
ル

と
す

る

卜
五

区

間
、

全
長

匸
Ｕ
一
√

九
㎞
の
コ

’
。

ス
で
開

か
れ
ま

す

。

今
人
会

に

は
、
八

十
九

市
町
村

か

川

場
し

、
女

性
ラ

ン
ナ

ー
四
人
を

含

む
十
五

人
の
ラ

ン
ナ

ー
か

健
脚
を

竸

い
ま
す

。

岡
見

町
の

選
手

の
皆

さ
ん
は
、

今

大

会

に
向
け
て

。‘ｔ
く

も
四

月
か

ら
練

習

を

開
始
し

、
既

に
商
地

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
や

強
化
合

宿

を
行
う

な
ど
練

押

か
順

調
に

進
み
、

選
手

の
仕
上

が
り

も
ｈ

々
で
す

。

先
頃

、
第

一
次

エ
ン
ト

リ
ー

選
手

か
決
ま

り
ま

し
た

の
で

お
知
ら
せ

し

ま
す

。

閥

見
町

の
ゼ

ッ
ケ

ン

は
。
昨
年

同

様
「
1
3
」
で

す
。

『
が
ん

ば
れ
　

く

に
み

″
こ

町
民

の
皆

さ
ん
の

温
か

い

ご
声

援
を

お
願

い
し

ま
す

。

選

手
の
顔
ぶ
れ
（

敬
称
略
）

上
段
が
氏
名
・
下
段
は
勤
務
先
（

学
校
）

監 督

八巻　忠義

国見町役場

コーチ兼選手

高橋　 豊 光

㈱丸鮮

主 将

村上　俊弘

人室電業㈱

中 野　 義夫

㈱人岩機器.I:業所

佐久間光雄

国阯心子㈱

菊地　幸治

国見竃子㈱

斎藤　建也

東邦銀行

松浦 孝紀

福鳥自剛隊

佐 藤　 温 史

畆乱大学２年

松浦　 裕 貴

甲･河ヒューテ ，ク

後藤　正幸

福高２年

大沼　哲也

柵商１年

鈴木　智史

襠商１年

－･ 粂　　聡

県北中３乍

赤坂　　稔

県北中３年

瀬戸　貴紀

県北中３年

佐藤　和彰

県北中３年

斎藤　　誠

県北中２年

斎藤　　崇

県北中２年

佐藤　　 恵

褞鳥西女２乍

佐藤真紀子

福女２年

三木　郁絵

福女１年

佐藤芙美子

県北中２年

大沼　政子

県北中２年



福島県縦断駅伝コース図(  102.9㎞)

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

八
月
ニ
ト
二
日
と
九
月
二
十
六
日

に
献
血
活
動
を
行
い
。
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
献
血
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

（
順

不
同

・
敬
称

略
）

○
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇
㎡
協
力
者

で

す

．

８

月
９一
日
実

施

（

一

般

》

○
斎
廊
　
松
男

Ｏ
佐
藤
ひ
ろ
み

○
斎
藤
　
正
筴

○
尾
形

広
治

○
鈴
木
　
一
子

柴
田

京
子

角
田
栄
治
郎

○
阿
部

洋
一

〇
斎
藤

蜆
雄

○
宍
戸

武
光

○
斎
藤

敏
枝

○
板
橋
　

茂

内
池
　
育
男

角
田

幸
代

《
東

栄
電
機

》

○

佐
藤

幸

輔

（
朽
木

繊
維

》

○

朽
木

好

秋

《
公
立

藤
田

総
合

病
院
》

佐
久

間
弘

子

（
国
見

町
商
工

会
〉

Ｏ

湖
水
　
正
春

○
吉
田
と
き
子

○
鈴
木

俊
博

《
国

見
町
役
場

》

○
後
藤
登
美
子

○
村
上
　
典
子

○
鈴
木

哲
也

○
佐
藤
　
和
夫

○
松
野

雪
子

○
菅
野

信
朗

○
吉
田
　
義
勝

○
斎
藤

雅
敬

Ｏ
武
田

京
子

○
羽
根

洋
一

〇
武
倒
　
正
裕

後
藤

浩
子

松
浦

昭
一

武
田

友
江

古
川

比
司

○
佐
藤
水
無
子

○
菊
地

弘
美

○
矢
部
亜
紀
子

人
波
　

健

佐
野

貞
治

○
村
上

幸
平

９
月
2
6日
実
施

《

一

般

》

後
麟
與
志
男

Ｏ
佐
藤
　
正
光

○
八
巻
喜
治
郎

○
谷
津

隆
幸

大
竹

松
枝

○
菅
野

仁
美

馬
増

理
忠

○
松
浦
　
正
明

Ｏ
山
家
あ
き
子

○
阿
曽

信
一

斎
藤

靖
浩

佐
藤

純
子

斎
藤
忠
災
子

斎
藤

紀
子

○
山
田

甲
子

半
沢

紀
子

Ｏ
佐
藤

邦
男

Ｏ
斎
藤
　
松
男

大
塚

信
子

Ｏ
酒
井
　

勝
弘

○
菊
地

幸
喜

《
国

見
製

菓
》

遼
藤

良
重

内
村
喜
美
子

後
藤

春
美

彦
坂

幸
恵

武
藤

友
美

佐
藤
　
孝
子

渡
辺
ヨ
シ
ェ

大
橘

幸
弘

《
大

岩
機

器
工
業

所
国

見
工

鳩
》

知
念

利
彦

○
鈴
木
　

隆

中
野

義
夫

○
熊
谷

盛
雄

佐
藤

芳
則

佐
藤
　
一
紀

宍
戸

孝
司

一
條
　
一
雄

吾
妻
　
一
利

小
林

信
明

武
田
美
貴
子

○
鈴
木

秋
二

田
川
　

仁

○
長
谷
川
栄
蔵

斎
藤
　

博

後
藤

寿
彦

刀
根

博
幸

山
田

定
子

実
沢

光
夫

畏
谷
川
裕
人

○
佐
藤
　

進

○
蓬
田
　

茂

鈴
木
　
一
男

○
松
浦

清
江

宮
口
　
喜
則

鳥
越

之
夫

佐
藤

箆
夫

○
遠
藤
　

学

鈴
木
　
文
子

川
脇

和
明

○
橘
　

博
幸

○
松
浦
　
正
行

佐
藤

裕
志

伊
藤

裕
司

高
柵

秀
子

佐
藤
　
一
昭

金
問
　

悟

八
巻
　

信
詞

遠
藤

利
嘉

○
武
田
　
之
利

《
朽

木
繊
維

》

○
佐
藤
由
美
江

○
朽
木

雅
彦

○
朽
木
　
公
彦

松
浦
ユ
キ
イ

ハ
巻
　

明

菅
野

米
生

八
鳥
和
歌
子

宍
戸
　
セ
ツ

朽
木

哲
也

佐
藤
　
共
子

遠
藤
ア
サ
子

《
コ
ー
プ
マ
ー
ト
国
見
》

高
橋

紀
子

《
Ｊ
Ａ
福
島
国
見
町
》

佐
藤

長
一

《
東
栄
電
機
》

○
佐
藤

幸
鴾

《
国
見
町
商
工
会
》

○
鈴
木

俊
博

○
湖
水

正
春

○
佐
久
間
ッ
ヤ
子

《
国

見
町

役
場
）

斎
藤

忠
一

八
鳥

英
雄

吉
田

義
勝

佐
藤
水
無
子

○
古
川

笑
子

阿
部

正
一

羽
根

洋
一

小
西

春
彦

Ｏ
村
上
　
典
子



I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

●

お

知
ら
せ

●

入
院
中
の
食
事
代
の
負
担

入
院
中
の
食
寥
代
に
つ
い
て
。
平

成
六
年
十
月
一
日
か
ら
、
患
者
の
負

担
か
変
史
に
な
り
ま
し
た
。

負
担
す
る
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○

一

般
の
人
…

…

．
日
　

六
〇
〇

円

（
国

保
加

入
者

の
今

ま
で
の

負
担

額

五
し
○

円
）

Ｏ

町

民
税
非

課
税

世
帯

の
人

…
……

口
‥
　
四
五
〇

円

Ｏ

町

民
脱
非

課
税

世
帯

の
人
で

九
卜

日

を
越

え
て
入

院
し

て

い
る
場
か

…
…

一
日
　

．一
万

う

円

○

町

民
晩
非

課
税

世
帯

等
の
老

齢

柵

祉

年
金
受

給
青

一
日
　

一
一
〇
〇

円

町
民
脱
非
課
税
世
帯
等
に
該
当
す

る
人
は
、
減
額
巾
請
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健

康
保
険
証

印
鑑

卜
月

。
日

か
ら
九

十
日
を

越
え

て

人
院

し
た
場

合
は

、
領
収

書
等

の

人
院

期
間

か
確
認
で

き

る
書
類

も

必
要

に
な
り

ま
す

。

老
人

医
療
該

当
の

方
は

、
老
トヘ
医

療
受
給

者
証
も

必
要

で
す

非

諜
晩

世
帯
で

、
減
額

認
定

さ

れ

た
方

に

。

「
減

額
認
定

」
　
从
　マ
　Ｉ

し

ま
す

。

『
減
額

認
定

証

‘
は
、
人

院
す

る

際
に
医

療
機
悶

の
窓

口
へ

保
険
証

と

共
に
提

出
す

る
こ
と

に
な

り
ま
す

。

－

申
請
窓
ロ

ー
問
い
合
わ
せ

・
役
鵬
保
健
諜
国
保
係

雲
お
2
1
1
1
　

内
線
１
４
３

障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

県
内
の
障
害
者
に
対
す
る
タ
ク
シ

ー
運
賃
の
割
引
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

’身
体
障
書
者
・
療
育
者
タ
ク
シ
ー

運
賃
割
引
中
込
ｔ
‥
に
と
身
体
障
害
者

干
帳
ま
た
は
僚
育
手
帳
を
提
示
し
た
．

場（
口
に
隈
り
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割

引
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
割
引
を
受
け
る
と
き
の
手

続
き
か
、
次
の
よ
う
に
変
．史
さ
れ
ま

し
た
．、

◇
割
引
手
続

「
割
引

申
込
占
一

か
廃
止

き
れ
．

タ

ク
シ

ー
運
賃
支

払

い
の

際
に
、

巡

転

手
に

対
す
る
身

体

障
害
者
ｆ

帳

ま

た
は
療
育

手
帳

の
提
示

の
み
で

割
引

か

受
け

ら
れ
ま
す

．

※

領
収

令‥
を
お
受

け

収
り
く

だ
さ

い
．

◇
割
引
率

・

‘
割
引
（
今
ま
で
と
同
じ
）

◇
割
引
対
象
者

身

体
障

害
矜
ｆ

恨
ま

た
は

療
育

手

帳

所
持
者

（

障
害
４

と
同

‐‐‐
卜

剛

栽

朮
の

介
謾
む

を
含

む
）

■
問
い
合
わ
せ

・
他
福
島
県
東
川
臼
助
叺
協
会

壼

弱

り
】
０

り
Ｉ
８

県
北
地
域
介
護
学
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

福
鳥
県
で
は
、
家
族
介
磁
桴
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
家
族
介
護
矜

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
地
城

グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
、
次
に
よ
り

介
護
学
習
会
を
閧
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

ト

ー
月
ニ
ト
じ
日
襾

午
後
一
時
平
～
四
時
嚼

◇
と
こ
ろ

●
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
（
陥
鳥
巾
）

◇
内
　
容

●
基
礎
知
識
・
介
護
体
験
な
ど

・
講
演
会

講
師
　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

飯

窪
ﾔ

 
ｿ 
. 物 ゝ
氏

■
問
い
合
わ
せ

・
役
場
住
民
福
祉
課
橘
祉
係

Ｓ
叙
2
1
1
1
　
内
線
１
３
３

戸籍 の 窓 口 （ ９月 受 付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

;ち くれ　 い)安藤 再志 前　 田

牋　介乢４λす:13占田　邦彦 第　 一

li 紗りJ　　M 宗川　博明 宮　 鴕

笙{ Ｌ Ｉ う}鈴木　駄二 宮 町 南

匠( た く み)佐藤 博之 宮 町 南

史 隆(ふみたか)中山 宗牋 光 明 寺

拓 未(む く み)寒河江正弘 宮 町 南

杏 奈(あ ん な)商橋 博行 小　 坂

邃{ り よ 引 高擒 幸夫 第　 十

一　師{か ず き}遠● 一浩 鳥　 取

雅　災(ま さ み)武田 靖弘 第　 Ξ

琢 磨(た く ま)斎藤　寿生 噸宗山北

結婚おめでとうござい ます

氏　　 名　　 町内会

佐 ４ 溥 之　 太閉 川

鬯 藏 弘 丈　 福鳥 市

菅 野 俊 行　 内４ 東

長谷川 朋 子　 福鳥 市

おくやみ申しあげます

氏　　 名　 年齢　 町内会

宮 崎　　 繁　81　 泉 田 上

川　凵　定 爾　88　 川ヽ 坂

松 浦　　 眞　90　 並　 柳

簡　田　タキノ　72　 内 谷 西



｢明日のあなたを考えて・・・

年金はあなたが主人公です」

年金は世代と世代の助け合い

廴` Li　
ろlうご１

１１月６日（日） ～１２日（土 ）は年金週間

一一人･ 人が年金を身近 で大切 なものとして考え、 公的

年金制度の.老曩や役割 を正ｔく理解していただくために

年金凋聞がまめられ-ｒい ます．

年
金
の
価
値
は

守

ら
れ

ま
す

国
民
年
金
制
度
で
は
、
そ
の
と
き

ど
き
の
物
価
の
変
動
に
応
し
て
、
年

金
額
の
改
定
を
行
う
「
安
全
自
動
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
」
か
岬
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

年
金
の
価
値
は
将
来
に
渡
り
、
目

減
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金

繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
…
…

一
度
請
求
す
る
と

取
消
は
で
き
ま
せ
ん

●
年
金
額
か
一
生
減
額
に
な
り
ま
す
。

●
六
十
歳
か
ら
六
十
五
巌
ま
で
支
給

さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
停

ま
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
請
水
後
に
障
害
に
な
『
て

も
。
障
害
鵬
礎
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
、

厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
人
し
た

柵
合
に
は
支
給
か
停
止
さ
れ
ま
す
。

謨求時の年齢による年金支給率・墓礎年金額

請求時年齢 � 支給率 � 支　給　甑

65 歳 �１００％ �7 4 7 . 3 0

64　歳 � ８９％ �6  5.  ー0 0
63 歳 � ８０％ �5  9 7 . 8 0 0

62　歳 � ７２％ �5 3 8 .  ー0 0

61　歳 � ６５％ �4  8 5 . 7 0 0

60 歳 � ５８％ �4  3 3 .･１００

(平成６年４月現在)

■

問
い
合
わ
せ

・
役
場
住
民
福
祉
課
年
金
係

雲
肪
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

国
税
だ
よ
り

税
を
知
る
週
間

１
一
月
十
一
日
か
ら
卜
七
日
ま
で

は
「
脱
を
知
る
週
川
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
弘
た
ち

国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
か

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
行

い
て
い
ま
す
　
脱
金
は
、
そ
の

た
め
の
人
切
な
財
源
で
す
。

税
挌
茗
で
は
、
こ
の
川
川
中
、
広

く
国
民
の
皆
さ
ん
に
脱
の
愚
葭
や
役

割
に
っ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
座
談
会
の
開
催
、
脱
に
関
す

る
資
料
の
展
示
、
税
務
佃
談
な
ど
各

楝
の
行
聨
を
行
い
ま
す
。

国
見
町
で
ら
、
小
学
生
（
阮
、
六

午
生
）

お
よ
び
中
学
生
か
ら
脱
に
闃

す
る
作
品
を
ｇ

集
し
、
優
秀
作
品
を

町
文
化
祭
に
展
示
す
る
な
ど
広
く
活

川
し
て
。
税
に
対
す
る
関
心
と
納
脱

思
想
の
倅
及
、
高
揚
を
図
り
ま
す

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
し
唯
金
の

仕
机
み
や
使
い
み
ち
に
っ

い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
存
知
で
す
か

福
島
県
の
最
低
賃
金

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
卜
月
一

日
か
ら

一

日
　

４

、
３

６
２

円

一
時

間
（
時
間
給
労
働
者
）

５
４

６

円

に
な

り
ま

し
た

。

◇
こ
の
最
低
賃
金
は
、
福
島
県
内
の

事
業
場
で
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
川
さ
れ
ま
す
、

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
労
働
基
準
局

雲
叨
4
6
0
0

人 口 と 世 帯

10月１日現在(前月比) ９月中の動き

人

口

男5  ､ 746人(  十 7 )

女6  , 174人(  十 8 )

計 11.  0人(  十 15 )

世帯数3､088戸（＋1 ）

転入28 人

転出21 人

出生12 人

死亡 ４人

観月台 文化センターでの催し案内

●爾23回 ・ 見町文化祭
・作 品 腹 示 会 ｎ 月３日～6日　午酌9畤～千 後 5 時 ( 日は午倹2畤まで）
・音 楽・芸 能 祭11 月３日　　 午前10畤～午後２畤

11月６日　　 午前Io畤～午筏１時
・ダンスパーテ４－ 】一 月 5 日　　 乍後６畤～午後９畤
嶺無科で鑑賞できます。傴様の來場をお蒔=ちしています。

● 亶柬 バ ロ ッ ク ア ン サン ブ ル 滄 碁 会

・と　　 き　ｎ月18日（金丿　 午後６畤30分～ ホー1レで
・プログラム　パ･ｙ八「カンタータよりコラール」

Ｆ･，フラー「ハンガリア用圃幻想曲」ほか
・チ ケ 　ッ ト　全鷹指定1.000円　 観月台文化センターで順売

こ

よ

み

10月　 神無月（かんなづき）

日 (月）薬と継康の週間

18日（火）統計の口

24 日 ( 月 ) 霜 降

26 日 (水）原子力の日

11月　 霜　 月（ しもっ き）

１μ（火）全国青少年健全宵成強調月間

３Ｈ（木）文化の日

９日（水）秋季全国火災予防運動

15 日 (火）七五三

心配ごと相談日

場所 ：役 場二 購相訣 室 ０紅仰人口からJj人りください）

時 問 ： ９時 ～12 畤

こま、たことや、相談ごとがありましたら、お気軽に

ご相談ください．
相談員

1０月25 日 (火）二 瓶　　 茂・山　内 聰 子
11月４日（血）曳 地 善 作・小 西 絹　子
11月11口（火）佐久川　　 泌・簗　 瀬　貞　子
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NEWS

公
民
館
だ
よ
り

国
見
町
公

民
館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

卜

讐

Ｈ

野
外
観
察
で

自
然
に
親
し
む

少
年
仲
間
づ
ぐ
り
教
室
の
自
然
観

察
会
は
九
月
十
日
、
厚
樫
山
周
辺
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
観
察
会
は
。
秋
の
草
花
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
身
近
か
な
自
然
に

目
を
向
け
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
生
十
七
人
か

参
加
し
ま
し
た
。

藤
田
、
森
江
野
地
区
の
児
童
は
藤

田
駅
か
ら
電
巾
に
耒
っ
て
貝
田
駅
に
、

大
木
。尸
地
区
の
児
童
は
徒
歩
で
μ

田

駅
に
集
合
し
。
合
流
し
ま
し
た
。

只
田
の
宿
場
町
の
面
影
を
探
索
し

な
が
ら
ひ
り
坂
へ
と
進
み
、
道
ば
た

に
生
え
て
い
る
す
す
き
の
徳
を
眺
め
、

落
ち
て

い
る
柴
栗
の
い
か
を
手
に
と

り
、
一
足
早
い
献
の
気
配
を
感
じ
な

が
ら
頂
上
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

休
憩
の
時
に
は
、
す
す
き
の
葉
を

取
り
、
い
か
に
遠
く
へ
嗔
ば
す
こ
と

か
で
き
る
か
、
思

い
思

い
の
方
法
で

や

ご
ヽ
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
う
の

木
の
葉
で
目
的
の
所
に
上
手
に
ゆ
く

か
な
ど
、
み
ん
な
で
競
争
し
｀
］
い
ま

し
た
。

赤

い
土
の
出
ま
か
た
、
凝
灰
岩
の

出
来
か
た
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を

聞
い
た
り
、
地
脳
を
観
察
し
た
り
し

な
が
ら
厚
樫
山
頃
に
到
着
。
展
望
台

か
ら
眺
め
た
信
逹
平
野
の
美
し
さ
に

見
と
れ
。「
あ
れ
は
私
の
学
皎
、
あ
れ

か
僕
の
家
」
と
指
を
さ
し
な
か
ら
、

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
ひ
と
時
で

し
た
。

昼
食
後
、
林
道
を
通
ｙ
・
、
石
母
Ⅲ

に
降
り
る
コ
ー
ス
を
と
り
帰
路
に
っ

き
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
八
か
そ
れ

ぞ
れ
有
愈
義
な
第
二
土
曜
Ｈ
を
過
ご

し
ま
し
た
。

杖を感じながらの野外観案

交
通
安
全
に

心
が

け
て

去

る
九
月

二
十

一

日
に

阿
津
賀
志

学
級

の
第

二
回
目

の
交

通

安
全
教

室

か
文

化
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

に
於
て
闘

催
さ

れ
ま

し
た
。

当

日
は

、
朝
か

ら
秋

哨

れ
の
爽

や

か
な

学
習

日
和
で

、
奉

仕
作

業

に
続

い
て

開
催

さ
れ
ま

し

た
。

奉

仕
作
業

と
交

通
教

室
の
闘

時

開

催

と
あ

。
て
、
生

徒
の

皆
さ

ん
の

出

席
率

し
大
変

よ
く

。
百

三

十
八
名

の

方

々
が
聴

講
さ
れ

ま
し

た

。

講

師
に

は
桑
折

警
察

署
の

警
郎

補

佐
藤

良
次

さ
ん
を

お
招

き
し

て
為
齢

者
に

必
要
な
交
通
女

全
確
保
の
た
め
の

心
檎
え
と
慨
ホ
両

の
利

川
や
バ
イ

ク
・

自
動
車

の

迎
転
に

つ

い
て

是
非
守

っ

て
欲

し

い
こ

と
等

に
つ

い
て
懇

切
．ｊ

寧
な

お
話
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

爾
師
の
佐
藤
さ
ん

に
は

。
秋
の
全
国

交
通

安
令

迦
動
旬
川

の

初
日
で

も
あ

り
人
変

多
忙

の
な

か
阿

津
賀
志

学
級

の
た

め
に
介

意
義

な
講

話
を
次

の
よ

う
な
内

容
で

い
た

だ
き

ま
し

た
の
で

お
知

ら
せ

い
た
し

ま
す

。

「
女
通
安

令
は

み
ん

な
の
噸
ｙ

で
あ
り

世
田
作
北
辿

の
願

い
で
″
し
あ
り

ま
す

。
『
交
通
安

令
は

。
ま

ず
人
命

の
尊

吭

と
交
通

ル
ー
ル

の

遵
守

』
か
ら

と

人

き

な
声
で

呼
び

か
け

た

い
も

の
で

す

。
道
錦

は
み
ん

な
の

施
政
で

す

。。

利

用
者

一
人

一
人
か

ル

ー
ル
を
守

り

「
ゆ
・

た
り

」

「
ゆ

っ
く

り
」

『
ゆ

と
り

』

『
ゆ
ず

り
あ

い
』
の
睛

神
を

常

に
心
が
け

る
こ

と
が
大

切
で
す

。

高
齢

者
の
皆

さ

ん
に
は

、

『
求
は

急

に
止
ま

れ
な

い
』
を

卜
分

に
自
寛

認
識

し
て
、
駆

の

前
後

の
横
断

の
場

合
は

。
車

の
速
さ

、
つ

ま
り
秒

速
か

幾

ら
か
を
知

り
て

い
る

の
も
大

切

。

時

速
五
十

キ
ロ

の
車

の
場
合

は
、

お

よ
そ

秒
速

か
５

×
３

倍
h
1
5
m
も
走

行

し
ま
す

。

バ
イ

ク
で

時
速
3
0
キ

ロ

の

場

｀
口
の
秒

速

は

、

お

よ

そ

３
ｘ

３

倍
＝
９

ｍ
内

外
で

す
。
危

な

い
と

感
じ
て

急
停

止
の

ブ
レ

ー
キ
を

か
け

て
も
空
走

距
離

が

２
～
３

秒
間
分

も

あ
り
ま
す

の
で

２０
ｍ

１
２７
ｍ

先

に
行

か
な

い
と
止
ま

れ
ま

せ
ん

。
自

分
で

迎
転
す

る
時

は
、
で

き

る
だ
け

ス

ピ

ー
ド
を

押
さ

え
て

運
化
す

る
こ

と
か

人
切
で

す
し

、
道

路
の
横

断

に
は
、

必
ず
横

断
歩

道
を
利

用
す

る
こ

と

が

大
切

で
す

。

特
に
高
齢
者
は
、
「
目
の
衰
え
」

｛
耳
の
袞
ヽ
弖

『
ス
ピ
ー
ド
感
の
衰

え
』
等
か
遠
近
感
の
衰
え
に
深
く
関

係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
面
で
も
運
動
神
経
か
自
然
と

哀
え
つ
つ
あ
る
自
己
の
身
体
状
況
を

良
く
白
寛
し
て
安
全
運
伝
に
努
め
て

欲
し

り

高
齢
者
は
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
も
軽
曜
両

で
す
。
と
て
も
不
安
定
な
乗
り
物
で

す
か
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
運
転
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
合
図
を
し
て
右

折
し
た
り
、
左
折
し
た
り
す
る
事
か

で
き
な
い
場
合
は
。
車
を
降
り
て
歩

行
者
と
同
じ
方
泌
で
横
断
す
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。

雨
の
日
は
勿
論
、
夕
方
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
に
は
、
特
に
注
意
し

ス
ピ
ー
ド
を
押
さ
え
る
こ
と
。
目
立

つ
服
装
を
心
が
け
る
こ
と
等
自
己
防

衛
に
努
め
な
が
ら
、
悲
惨
な
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
高
齢
者
と
し
て
の

経
験
を
生
か
し
、
決
し
て
交
適
事
故

は
起
こ
さ
な
い
こ
と
の
決
意
を
新
た

に
し
て
欲
し
い
と
の
有
意
義
な
講
話

か
あ
り
ま
し
た
。

文通安全につい て牟ぶ阿漕貿志学級生

エアロビックス愛好 会

会　 員　 募　 集

・棟 習場 所…･観月台文化

センター
・練 習 日時…･･毎週木曜日PM

7:30 ～
●連 絡 先･･●･･佐々木

S85 二2449

阿　 郎

魯85－2514



国
見
ク
ラ
ブ
が
優
勝

～
町
長
杯
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
～

町
村
合
併
四
十
周
年
・
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
略
成
記
念
第
十
三
同
町

長
杯
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
．
九
月

Ｔ
日
か
ら
ニ
ト

ー
日
ま
で

県
北
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

ぺ
会
大
会
に
は
二
十
三
チ

ー
ム
が
出

場
し
．
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
栄
冠
を

争
い
、
お
互
い
に
激
し
い
動
き
で
自

球
を
迫
い
か
け
、
好
勝
負
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
．

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
．

優

勝
　
国
見
ク
ラ
ブ

準
優
勝

森
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

第
三
位
　
沌
　
山

″
　

人
　
枝

優勝し た国見クラブの皆さん

女
性
教
室

電
気
で
ク
ッ
キ
ン
グ

く
に
み
女
性
教
室
の

’竃
気
教
室

Ｕ
・
電
気
で
ク
ｙ
キ
ン
グ
」
は
九
月

卜
四
日
、
福
鳥
巾
酲
暘
町
の
東
北
電

力
㈱
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト
で
教
室
生

十
七
名
が
咎
加
し
行
わ
れ
ま
し

た
。

ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
藤
川
節

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
か
ぽ
ら

や

の

お
こ
わ

蒸
し

．
な
す
の
蒸
し
煮

香
味
ソ

ー
ス
．
肉

だ
ん
ご
と
き
ゅ
う

り
の
ス
ー
プ
、
野
菜
入
り
蒸
し

パ
ン

の
四
品
を
作
り
ま
し
た
．

電
子
レ
ン
ジ
や
電
熱
器
具
を
利
用

し
、
火
は
一
切
使
用
し
な
い
で
作
る

と
い
う
こ
と
で
、
短
い
時
間
に
簡
単

に
お
い
し
い
も
の
が
で
き
た
、
と
参

加
者
は
喜
ん
で

い
ま
し
た
’

練
習
の
成
果
を
発
揮

～
町
少
年
柔
道
大
会
～

節
卜
四
回
国
見
町
少
年
柔
道
大
会

は
十
月
二
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
体
育
館
で
閧
か
れ
、
県
内
外
の
子

ど
も
た
ら
か
熱
職
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

町
柔
道
ク
ラ

ブ
の
主
催
で
、
柔
道

に
励
む
少
年
、
少
女
た
ち
か
一
堂
に

会
し
て
柔
道
の
技
能
を
高
め
る
と
と

も
に
相
互
の
観

ぽ
く
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

今
大
会
に
は
。
福
島
、
宮
城
、
山

形
の
三
県
か
ら
三
十
ニ
チ
ー
ム
か
出

場
。
小
学
生
低
、
商
学
年
と
中
学
の

郎
に
分
か
れ
て
の
団
体
戦
、
女
子
の

佃
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
投
げ
の
大
技
や

寝
技
な
ど
に
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

μ 雌を締り広げた少年 裏il大 会

町内一周駅伝競走大会
1｡主　 僖
2.朋　 日

3.コ ー ス

国兄町 公民 館
11月6  日 ( 日 )

闘会式 ９: ００・ スタート10:〔χ〕

役場～商Ⅲｒ一森江野小～ 共同爾整所

～光明寺公民館～大木戸小～ＪＡ石

毋田支所～Ｊ Ａ小坂 支所～小坂小～

八巻石材～役崎 （10区閃）

4｡参加資格 ・町民 及ぴ町内 の職鳩 に勤務してい

る者

・yjヽ 学校区 ならびに職場．職域で編

成したチ ーム

・中学 生 以卜の老

5｡魯　 別
構　 成

○一般の部
男子９名（うち、40皮以上１名含
まれる）女子１名

○中学生の部

男子．女子（１名以上）10名
○職場・職域の部
男子９名（うち、40歳以上１名含

まれる）女子１名
S｡● 加 科7.

参加申込

｜チーム500 円（僧客保険料）

10 月25 日（ 火） まで奴月台文化セン

ターへ

8｡監督会議 10月引 日 (月） 午後7  30 分より
観月台文化センターで

行　事　の　お　知　 ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　 事 �月�日�曜 � 行　　　　　　　　　 乍

10 �17�

月�・ 女性教室グループ学習（袋もの） �

ｎ�

３�木�・文化祭卜 ６[Ｄ

�18�火�

・家庭胴場（児砥部 公演

・町長抔ゲートボー1ﾚ大会 �

�６�日 �
・町村合併40周叭 観月台文化センタ

ー落成記念町内一周駅伝竸走人会

�����９�水 �・ 女性枚室（自主企画）

�19�水�

・女性教室（心気教室）

・ そども移動lﾇla綰t 大木戸小）
�����10�木 �・子ども移動図耆館（森江野小3

�����11�金 �

・阿津賀志学級「暮らしと人惟亅

・子育て敦室r 幼児期のしつけJ

・子ども移助図& 綰（ 大技小）

�21�金 �・子ども移動図書 館 ( 藤 田小２年）

�24�月�・子ども移動図& 館（小坂小）

�27�木�・子ども移動図書館（藤田小１年）
�����12�土 �・少年仲間づくり教室

�28�金�・阿津賀志学級 ��13�日 �・国Sと･卜 桑折町i¥少年健全肖成剣道大会

�30�日 �・日本古典文学講演会 ��15�火 �.･fども移動図jl館（藤Ⅲ小２年）
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